
 

 

  

 

 

草木が芽吹き始めたこの時期に小出コミセンの３０周年、小出小学校の１５０周年とうれ 

しいお祝が続きますね      

          そこで気になったのが小出地区青少年育成協議会(通称：推進協)は設立してどれくらい経つ 

のだろうかという事…調べてみました。 

       設立は、昭和５４年４月。ということは、あと数年で５０周年！半世紀ですよ(驚) 

  そんな歴史のある推進協ですが、地域の皆さんには、どの程度浸透しているのでしょうか？ 

 推進協の委員は、地域団体、地域より推薦いただいた方、青少年指導員、本部の推薦する方等で構成されて 

います。ご存じでしたか？ 

  地域の皆さんの温かい見守り、ご協力を得て小出地区における「青少年の健全な育成」を目的とし、話し 

やすい参加しやすい「会」となるよう活動していきたいと思っています。 

  これからは、“推進協”に敏感になってください。 

 地域の皆さんと、子供たちがすくすく伸び伸びと育っていける小出にしていきましょう！ 

                            会長  斉藤 里美 

 

「お世話になりました」 

  小出小学校 校長 阿部 康裕 

６年前の春、教頭として小出小学校に着任しました。小出の地域のことが何もわからず、推進協の理事会や 

学校評議員会などの場で推進協の皆さんに様々なことを教えていただき、本当に助かりました。推進協まつり 

は、子どもたちが楽しめる工夫が様々に凝らされていて、小出小の子どもも保護者も毎年楽しみにしている様 

子に、地域で子どもを育てていく場を作り続けていくことの大切さを感じました。 

３年前、立場が校長に変わった時は、コロナ禍で様々な活動を制限しなければならない時期でしたが、その 

苦しい中でも、推進協の皆さんは「子どもたちのために何ができるのか」と探り続けていました。その中で、

卒業式の会場に飾る花を推進協からいただきました。縮小して行わざるを得なかった卒業式を華やかにしてく 

ださったことが、大変ありがたかったです。今年度に入り、推進協まつりや凧揚げ大会を行うことができるよ 

うになり、本当に良かったと思います。 

小出小は、来年度創立１５０周年イヤーを迎えます。「地域と共に育つ、輝く小出の子」という教育理念のも 

と、長年地域と連携して学校教育を行ってきましたが、その理念をより具体化できるよう、「憩いの場計画」を 

立て、地域の方が気軽に学校に立ち寄り、子どもたちの姿を見たり交流したりできるきっかけとなる事業を進 

めています。この１５０周年イヤーの準備にも、推進協の方に関わっていただいています。 

推進協の行事の中で、子どもたちが楽しむとともに、子育てに追われる保護者の皆さんが、子育ての先輩た 

ちに話を聞いてもらい表情が穏やかになる場面がよく見られました。推進協が小出の子育ての要となっている 

と思い、心強く思います。これからも、小出の子どもたちと保護者達と地域の皆さんを元気にするように様々 

な活動を展開していただけたらと思います。 

６年間、お世話になりました。ありがとうございました。 

 



 

                   

 

 

 

３年ぶりに少しだけ規模を縮小して開催した子ども大会・・・ 

子どもたちもどのくらい来てくれるか不安でしたが、たくさん参

加してくれました。_＼(^o^)／ 

 小学生、中学生ボランティアも頑張ってくれました。 

 ありがとう！(^o^)丿 

ペットボトルダーツ 

キックターゲット 

ちぎってのばして 

いろいろなゲームに挑戦しながらの 

スタンプラリー、楽しくまわれたかな？ 

最後のガラポン、 

わくわくしたね♪ 
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PART２ 

昨年度は、残念ながらコロナ禍のため開催できませんでした。 

推進協スタッフの竹ひご作りから始まって、子供たちが頑張って作ったたこが校庭の大空に元気よく

上がりました 

たこ作りセットの準備 

太い竹から竹ひごの細さまで仕上げます 

 

あいにく風のない日だったので、みんな高くあげ 

ようと一生懸命走って汗だく。 

最後にミニゲームとガラポン抽選会に盛りあがり 

冬のひとときを親子で楽しんでいました。 



 

 

小出地区推進協のホームページを開設しました！ 

今年度のたこあげの様子や推進協の活動を載せていく予定です！ 

             https://koidesuishinkyou.jimdofree.com/ 

☆活動報告☆ 

今年度は、コロナ感染に十分配慮しながら、推進協まつりを行うことが出来、子どもたちの元気な 

姿が再び観られたことに推進協スタッフも元気づけられました。 

活動は、推進協まつり、たこあげ大会、子どもたちの下校時の見守り活動、委員研修と予定通り 

行うことが出来ました。 

中学校には、コロナ前は 3 年生の球技大会でカレーを提供させていただいていていたのですが、 

今年度も卒業生に地元の小さいカフェのクッキーセットを贈りました。  

中学生からお礼の 

お手紙を頂きました 

長年運営委員として、子供たちを見守っていただ 

いたわかば会の岡崎文江さん。 

小出小学校教頭、校長先生として 6年間、推進協に 

ご協力いただき、３月で退任された阿部校長先生に 

感謝状と花束を贈らさせていただきました。 

 

 

☆委員研修☆ 

 2 月 19 日、委員研修に行ってきました。 

今回は、コミセンに集合して「茅ヶ崎市博物館」

→浄見寺→コミセン（昼食）、徒歩で行きました。 

参加は、17 人。 

学芸員さんに説明していただきながら、昔の茅 

ヶ崎を知ることが出来ました。 

 昔の道具や小出で発掘された遺跡、なかでも 

ちがさき地形模型は、昔からの変化がわかり面白

かったです。 

  

長年、青少年育成健全の 

為にご尽力頂いた副会長、

渡邊清美さんが表彰されま

した。 運営委員さんの感想を一部載せさせていただきました。 

今年度は、少しずつ行事を行うことができ、子供た 

ちの笑顔も見ることが出来とてもうれしかったです。 

校長先生や学年の先生のお話が聞けて良かった。 

子どもを持つお母さんの意見や地域の為に頑張っ

ている人たちのお話はとても参考になりました。 


